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周年行事が近づいてきました（その３） 

                                             校 長   池田 俊一

「長寿の祝い」長生きすることは、大変におめで

たいことです。昔から長寿を祝う節目には、世の

中で広く知られているお祝いの言葉があります。

代表的なものは「還暦」でしょう。七中の今回７０周

年は、「古希の祝い」ということになります。言われ

は、中国の詩人、杜甫が詠んだ「人生、七十古来

稀なり」から来ており祝いの色は「紫」と言うのが定

説です。「稀」は「まれ」と読み、「めったに見られ

ないこと」の意味で、めったにないことである、「お

祝いをして、みんなで喜びを分かち合おう。」と言

うことです。「七中の古希の祝い」がすぐそこまで

来ています。 

皆さんが毎日通ってくる第七中学校について

少し知っておいてください。日本の中学校は、昭

和２２年の学校教育法の制定によって誕生しまし

た。その時入学した第１期生の方たちは、御年８３

歳を迎えられているところです。それまで中学校

はなかったの？という疑問が出ますが、その年齢

で通う中学校はありましたが、今のように小学校６

年間中学校３年間の義務教育として定められた

のは、その時です。ですから今年７０周年になる

のですね。 

当時は、第二次世界大戦に日本が敗れまだ２

年しかたっていない時でした。東京は空襲をうけ

壊滅状態になって、いたるところが焼野原になっ

ていたのです。多くの中学校は焼け残った小学

校の教室を借りてスタートしたと言うのはそのため

ですね。みんなの知るところでは、上高田小学校

は焼けて跡形もなくなってしまい。学童の集団疎

開から戻ってきた子供たちは、江古田小学校や

桃園第三小学校に分散して授業をしていたそう

です。そんな中、第七中学校は江古田小学校の

廊下を下駄箱で区切ってスタートしたのだそうで

す。つまり、校舎もない、校庭もない、机も椅子も

借り物という状態の中でした。しかし、勉強ができ

る喜びと平和の大切さを強く思う気持ちがあふれ

ていたそうです。今では当たり前のことに感じます

が、このことは、日々大切にしなければなりません

ね。 

ところで、生徒の皆さんは、周年行事を祝う気

持ちが整ってきましたか、周年は１０年ごとの一括

りを意味します。毎年５月１日には開校記念日が

やってきますが、それとは別に１０年間に１度やっ

てくるお祝いです。一口に１０年と言ってもそれは、

結構長い期間です。生まれたばかりの赤ちゃん

が小学校の５年生になると考えれば長さは分かり

ますし、ですから「１０年間やってこれた、学校の

歴史を積み上げることができた」と祝うことに大き

な意味があります。お祝いの年に在籍していたと

いうことも、大きな意味があるのではないか、と思

い巡らしてほしいのです。 

式典に臨んでは、７０年間の歴史の重みをうけ

とめ、現在までの１６、３５４名の卒業生の方々が

学びを修めた場所であること、自分のその一員と

なるであろうこと、その方々の心の故郷としての第

七中学校の今を支えている自分がいることを思っ

てください。皆さんが作ってくれた、今年度の合唱

コンクールのスローガン「一唱入魂 ７０年の想い

をのせて」の気持ちを、年代を越えた多くの方た

ちにお届けできる日が近づいているのです。 
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１０月２４日（火）なかのＺＥＲＯホールにおいて、平成２９年度合唱コンクールが行われました。１

０月２日（月）からクラスの練習が始まりました。放課後には校内にクラスの歌声が響き合い、生徒

皆一生懸命に練習をしていました。時には息が合わず練習が進まないクラス、クラス内で意見が

分かれて乱れてしまうクラス、体調不良者、欠席者が出て皆がそろわないクラスなど様々な苦難を

乗り越えて当日を迎えました。当日、１年生は初めての行事、２年生は初めての中野ＺＥＲＯホー

ルということもあってワクワクしている生徒、緊張している生徒、たくさんの表情を浮かべていました。

開会式が終わると１年生から発表が始まりました。まず始めに１年 A 組。課題曲「マイバラード」に

続いて自由曲の発表が行われました。続いて B 組も発表を行いました。両クラスとも１年生らしい

元気な歌 

声を響かせてくれました。２年生は去年の経験を生かし、 

それぞれのクラスの個性を出して歌声を響かせてくれま 

した。午後の部は D組の合唱と合奏からスタートしま 

した。合奏では「トーンチャイム」を使ってきれいな音 

色を奏でてくれました。そして３年生の発表。さすが３ 

年生、どのクラスも息の合った素晴らしい合唱で皆が感 

動する歌声でした。その後はアトラクションとして 

「有志合唱」、「職員合唱」、「全員合唱」、「吹奏楽部に 

よる演奏」が行われました。３年Ａ組が１０月３０日に 

江古田小学校にて合唱を披露しました。 

 

 

 

合唱コンクールを終えて      実行委員長 二年数学科 原﨑 薫 

 私は実行委員長として「生徒主体」にこだわって今回の合唱コンクールに取り組みました。生徒

の思いを吸い上げつつ、教員側のビジョンとすり合わせる。そのように時間と労力を重ねながら七

月から取り組んできました。伴奏者、指揮者の頑張りは言うまでもなく、夏休みにも関わらず実行

委員便りを作成しに来てくれた実行委員、何度も残ってアナウンスの練習をしてくれた広報委員。

ここでは紹介できていない目立たないところで仕事をしてくれた多くの生徒の活躍によって合唱コ

ンクールは無事に終えることができました。当日の素晴らしい合唱だけではなく、与えられた役割

を責任もって果たせる七中生の良さを感じることができました。 

また、数々のドラマやエピソードは各生徒が持っていますので、ご家庭で共有していただければ

幸いです。ご協力、ご支援ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合唱コンクールの様子＜クラス合唱、吹奏楽部、D組の合奏＞ 

 

１年金賞： B組   ２年金賞： A組 

３年金賞： A組 努力賞： D組  最優秀指揮者賞： 1名 

 

 

１０月２６日放課後、本校にてビブリオバトル大会が行われました。今回は第１回目として、４人

の生徒が本の紹介をしてくれました。４人とも紹介する本をよく読み、理解しており素晴らしい発表

でした。２分間と短い時間の中でうまくまとめて発表していました。司会を務めた図書委員会の担

当者もスムーズに進行をしていました。また６９人もの生徒が審査員として参加しててくれたので教

室もいっぱいになり、素晴らしいビブリオバトルでした。  

 

図書館指導員（学校司書） 廣澤孝子 

第１回ビブリオバトル大会は、３年生が参加でき 

ない中６９人の参加者があり、４人のバトラーが熱 

きバトルを繰り広げました。ビブリオバトルは、バ 

トラーが本を紹介し参加者が投票するだけでなく、 

多くの人に本に興味をもってもらうことを目的とし 

たゲームです。初めての大会でバトラーは、本をど 

のように紹介したらよいか悩み、各自が話し方、本 

の見せ方を工夫し練習をしました。図書委員会では、 

何度も委員会を開き大会に向けて準備をしました。 

当日、バトラーは素晴らしい本の紹介で参加者を魅 

了しました。大会後に“紹介本の貸し出しがあった” 

こと、アンケート結果から“いろいろな本を知りた 

いのでもっとやってほしい”という感想があったこ 

とから、成果のあった大会になったと思います。 



 開校７０周年記念式典を挙行します 

１１月１８日(土)に開校７０周年記念式典並びに記念祝賀会を開催します。本校は昭和２２年５

月に開校しました。卒業生は１６０００人を超えています。今回の７０周年記念行事に向けて、開校

７０周年を祝う会実行委員会（実行委員長 木村 輝之 さま）の皆様はじめ、多くの皆様のご支援

をいただき記念式典並びに祝賀会を執り行うことになりました。  

 実行委員会様から開校７０周年を記念して、校旗、校名入り大型テント二張りを寄贈していただ

きました。また、生徒の皆さんに、校名入り祝い菓子、同じくバンダナ、同じくサーモボトルをいた

だきました。心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

いただいたお品物は前日の１７日に配布します。ご家庭でも第七中学校の開校７０周年に思いを

はせていただけると嬉しいです。１８日（土）は記念式典です。 

 当日の生徒の登校についてお知らせします。 

  ８：４０ 一般生徒の登校時刻 

       出欠席確認後、学年ごとに式歌の練習  

  ９：１０ 体育館入場開始 

  ９：３０ 開校７０周年記念式典 開式 

１１：３０ 開校７０周年記念式典 閉式 

１２：００ 生徒下校 

 

先輩に学ぶライフデザイン応援事業 講演会の開催 

日にち 平成２９年１１月２４日（金） 

時 間 １４：３０ ～ １５：３０ 

場 所 本校 体育館 

講 師 荻原 次晴 氏 

事業の趣旨 

子供たちのために、夢に挑戦することの素晴らしさ、何かの気づきをもってもらえるよう、元ノ

ルディク複合オリンピック選手の荻原次晴氏に「誰にも負けない」という気持ちの作り方や「目標

をもつことの大切さ」について講演いただきます。 

※保護者・地域の皆様の参加が可能です。時間の都合がつく方は是非ご参会ください。 

  

１年校外学習・２年校外学習 

 １１月２２日（水）第二学年は鎌倉方面で日本文化を学ぶために校外学習を実施します。また、

１１月２８日（火）第一学年は上野方面へ、職場訪問を含めた校外学習を予定しています。江戸

や鎌倉の文化の地へ実際に訪れることで自国文化を理解することを目的としています。この学

習では班行動を通し班のメンバーと協力して課題を解決することも学びます。 

 なお、先般ご案内の通り、１１月２２日に給食試食会が予定されています。

 


